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当初予定の事業化目的

1

神事・伝統行事をインパクトにした地域循環共生圏づくり

【目的】地域の環境/歴史/伝統を次世代に引き継ぐ土台づくり
・地元が地元の価値に気づき、その価値を磨き上げる
・地元主体の観光プログラムで、地元への収益還元も目指す

【方針】
・地元に過度な負担をかけない少人数参加の繰り返し
・事業化に向けた環境整備、オンライン配信の実務ノウハウ習得
・久留米市文化財登録制度『筑後川遺産』ブランドの活用

【内容】
・筑後川遺産「田主丸話を聞こう会」
・筑後川遺産「田主丸を歩こう会」
・筑後川遺産「田主丸宿泊型体験モニタツアー」



当初予定の取組内容 その１

2

筑後川遺産「田主丸話を聞こう会」
地元高齢者の話から、地元の人が郷土の歴史を知る座談会

【概要】
約１時間半の地元向け座談会。50~60年前のさまざまな思い出話を楽
しむ。地元オンライン参加者からも昔話などを披露し話題を深め、誰も
が楽しめる身近な郷土の歴史を発見する。

【目標】
・地元内のファンづくり(関心喚起、本事業の共感者増加)
・郷土の歴史伝統の収集と記録(観光プログラムの素材集め)



当初予定の取組内容 その２

3

筑後川遺産「田主丸を歩こう会」
地元外の人が田主丸を歩き、歴史伝統を体感する散策会

【概要】
２時間～半日弱の地元の人も同行するガイドツアー。周りに見える風景
を話題に地元外の人が地元の人との会話を楽しみながら、地域の歴史や
暮らしを体感する。オンライン中継（ネット配信）も実施。

【目標】
・地元外のファンづくり(歴史伝統という新たな魅力提案)
・地元外の反応/興味の確認(マーケティングデータの収集)



当初予定の取組内容 その３

4

筑後川遺産「田主丸宿泊型体験モニタツアー」
地元外の人が農泊し、日本唯一の虫追い祭りを楽しむツアー
【概要】
１泊２日の体験ツアー（農泊）で、年中行事の話を聞いたり、郷土料理
や農業体験など。さらに、日本で田主丸だけという独特な形式のお祭り
「虫追い祭り」に触れられるミニツアーやミニ講座も併設。

【目標】
・地元外のファンづくり(歴史伝統という新たな魅力提案)
・農泊と虫追い祭運営団体との連携模索



5

７月久留米市豪雨災害で変更を迫られる
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今年度取り組んだ事業 １.シンポジウム
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今年度取り組んだ事業 １.シンポジウム
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https://www.youtube.com/@user-uz1er6jg1m

今年度取り組んだ事業 １.シンポジウム
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今年度取り組んだ事業 ２.復興祈願祭
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今年度取り組んだ事業 3.筑後川遺産
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今年度取り組んだ事業 3.筑後川遺産

https://kbc.co.jp/r-radio/gtr/report/20230928/index.php

ストーリーシート（紹介パンフレット） 2024.3末発行予定 久留米市予算を活用

本ページ掲載内容は企画案時点のもの。



https://inoru-tanushimaru.com/wp/
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今年度取り組んだ事業 4.Web改訂
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今年度取り組んだ事業 4.Web改訂
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今年度取り組んだ事業 4.Web改訂

英語版企画案(2024/3末公開予定)
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今年度の成果と成果が出た要因

1.災害復興シンポジウム

■成果

■要因

・200名を超える来場者
・「語り合いの場」への高い満足度（ｱﾝｹｰﾄ回答者80%「すごく思う・思う」）
・メディアの高い反応（TV-３局,放送3回。 新聞-3社,掲載5回,内特集扱い3回）
・オンライン配信の実現（技術や機材を支援する久留米市「みんくる」との接点）
・リスク管理意識の醸成（日常生活の中で里地里山を客観的に見つめ直すきっかけ)
・ローカルSDGｓへの認識（里地と里山と地域住民の切っても切れない密接な関係）

・「語り合いの場」の設定（被災した地元の人同士による話し合い）
・「語り合いの場」討議者および一般参加者の確保（地元の温かい協力）
・「語り合いの場」の熱気（大いに驚いたメディア取材陣）
・地元の関心が高い講演内容（災害の詳細状況／300年前の災害記録）

写真：ご当地新聞くるめすたいる
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今年度の成果と成果が出た要因

「くるめすたいる」シンポジウム特集（冊子版：意見・アンケート集計付） 2024.3末発行予定
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今年度の成果と成果が出た要因

2.復興祈願祭（虫追い祭り）

■成果

■要因

・担い手側の気づき（規模を縮小すれば毎年できるし、楽しい）
・地元住民側の気づき（伝統行事は地域の力になる）
・メディアからの高い関心（新聞-２社,掲載３回）

・伝統行事の捉え直し（虫除け祈願→安心できる暮らし祈願→復興祈願）
・被災地での開催（復旧拠点となった公民館広場）
・祭りの内容変更（代表挨拶を追加。ぶつかり合い・三本締めの取り止め）
・担い手との長期にわたる交流（過去の祭り取材や日頃の農業活動などでの交流）

写真：ご当地新聞くるめすたいる
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今年度の成果と成果が出た要因

３.筑後川遺産 （展示会・ストーリーシート作成）

■成果

■要因

・有効な紹介ツールの獲得（展示会内容を反映したストーリーシート）
・久留米市からの支援（市予算によるストーリーシート作成、来年度も伴走支援）
・認知度／関心度の向上（展示会、出品協力、広報紙閲覧、ラジオなどを契機に）

・ローカルSDGsという切り口（筑後川遺産登録にも「地域をつなぐSDGs」と明記）
・多様な神事・伝統行事が密集して多数残る地域特性
・地元住民との長期にわたる交流（過去５年の神事・伝統行事の見学取材）
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今年度の成果と成果が出た要因

４.Web「祈る、田主丸。」改訂

■成果

■要因

・コンテンツの充実による情報発信力の強化（筑後川遺産とも連携）
・動画による魅力向上（展示会用動画を含むYouTube「語る、田主丸。」との連携）
・英語版の開設（今後のインバウンド対応）

・筑後川遺産の登録と展示会の開催（魅力や特徴の整理）
・映像などの記録の蓄積（過去５年間にわたる神事・伝統行事の取材）

https://inoru-tanushimaru.com/wp/
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次年度の展望と必要な取組
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